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わ
が
紐
績
事
業
に
姊
に
二
十
餘
年
®

^
事
せ
ら
れ
、
其
の
間
斯
業
の
合
理
化
の
爲
め
に
不
斷
に
盡
瘁
せ
ら
れ
た
る
笤
荠
ヵ
さ
き
に 

妨
續
聯
合
會
月
報
に
順
次
發
表
せ
ら
れ
た
る
奢
者
多
年
の
，硏
究
.の
^

集
を
こ
、
，に
寬
成
し
て
上
梓
せ
，
-^
石
.は
.わ
れ
わ
れ
經
營
學
徒
に 

舞
し
て
多
大Q

•悅
.び
を
與
ふ
I

Q

 

p

i

g本
書Q

内
容
を
見
る
袅Q

使
馳
せ
ら
れ
る
擎
は
何
れ
も
繫
の
實
際
ょ
り
湧
出
せ 

る
，き
ろ
を
鐾
に
採
擇
し
て
配
列
せ
ら
れ
あ
る
も
の
で
あ
つ
.̂
微
に
人
り
細
•に
互
る
丁
寧
な
，る
解
說
と
、
問
題S

所
在
を
明
力
に 

し
、
こ
れ
に
對
す
る
著
者
の
經
驗
に
寒
付
く
明
快
な
る
解
決
は
、
讀
者
を
し
て
不
知
不
識
著
者
と
、
も
に
經
營
内
.を
參
II
-

し
、
認
識
し 

‘

、
あ
る
の
感
を
抱
か
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
實

議

Q
經
驗
を
生
か
さ
れ
た
る
最
も
優
れ
た
る
典
型
を
こ
V

に
見
出
す
こ
と
が
出
^

.
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■

’̂
8
!

は
題
し
て
紐
績
標
準
原
®

^
算
と
洚
ふ
。
而
し
て
著
#

の
意
圖
せ
.ら
れ
た
.る
と
こ
ろ
は
、
紡
績
業
に
於
い
て
作
業
能
背
；比
較 

經
營
比
較
の

鑛

た
る
ベ

き
ニ
0

番
手
ー
響
り
：標
準
的
S

計
縛
の
確
定
で
：：あ
.：さ

こ

：
れ

が

ポ

め

.に

.

.、L
襲

構

造

：を
精
密
杧
分
析
せ 

ら
怍
各
種
播
;̂

と
<0
:

蛰
的
_

_

比
：,

.

_
種
11
'

部
軋
の
換
尊
此
率
.ぢ
_

ぜ
，ら
巧

察
せ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
？ 

*.

.
著
客
は
洗
づ
笫
一
.i'
早
に
於
い
て
妨
徵
業
”

經
營
#

造
、
生
產
過
程
を
精
紐
機
百
萬
錘
の
經
營
を
假
定
し
て
說
明
せ
ら
砭
原
價
計 

,

算
に
關
係
す
名
'組
織
■

造
上
.：の
栽
本
觀
念
を
_

か
な
ら
.レ
め
セ
ゐ
る
0 

\

■
、
 

■ 

... 

.
、

•

:■

:
':
第
七
章
製
額
換
奪
率
は
、
^
者
.の
.主
張
せ
ん
.と
す
る
標
準
原
値
に
於
い
て
最
も
氣
要
な
^
論
黠
を
な
す
4
の
：：で
せ
'り
:>
後
の
諸
問
題 

.の
解
決
に
就
.ず
る
中
心
的
意
義
を
有
す
.る
も
の
：で
^W

。、

$

1(

錘
當
り
生
產
量
へ
の
確
定
ぬ
當
タ
て
、

\

 

>v:

ク
數
i:
:
;り
量
_
へ
.の
換
算，

_  

:
‘
.
率
針
筧
方
式
を
與
べ
.：、
：
こ
の
紡
出
標
準
戊
、
バ
を
明
か
な
；ら
し
め
て
ゐ
^ :
の「

で
あ
る
0
著
者
は
製
額
換
算
率
の
薏
義
を
次
の
榛
杧
^̂

シ

れ

'る：
。

「

製

額

领

尊

f

と
：
は

絲

の

各

赉

手

間

に

：
於

け

’る.

1

.錘量
の
比
率
を
茕
ふ
の
で
い
^

.、
社

運

營

上

％

重

要

事

項

の

_大

部

分

)

に

苴

っ.
で

此

朴

が

根
#'

と

尨

り

襄

礎

：と

な

0/
.
';て
計
顰
叱
：も
れ
ー
1

¥

の
.で
-
^
 ̂

.  

.

1

。•

：
：：
此
|

比

率

瘡

は

れ

名

_

の

ま

名

に
變
動
す
る
と
き
は
各
方
南
^
影
響
を
來
し
.て
纏
：る
ぺ
.き
も
の
'も
纏
ら
：な
：い
.結
果
を
生
ホ
る
0」(

六
七
頁)

各
種
番
手
間
の
.關
琢

比

率

は

. 

屢 
>
:
番
乎
數
そ
の
冬
<0
を
使
用
せ
：ら
れ
る
傾
が
.あ
る「

換
言
ず
れ
ば
ニ
#

手
換)

兀

法

、
で

：あ

る

.？

 

，
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換1

兀
法
の
啪
と
に
於
^
て
.呔
、「

*
手
を
轉
衡
し
.た
爲
め
.に
跖
來
高
に
比
撕
せ
'ず
'.
.

『

固
定
費』

'の
各
# .
手

：
の

食

擔

額

、
に

相

違

を

_

」

'=
.
.
.
.
.

-
■ 

(

七
四
离
>
£
と
\
な
る
0
こ
の
敷
は
數
字
を
以
<?
て

實

證

，
せ

ら

れ

て

_ゐ

る
0‘こ
の
こ
と
は
著
書
の

IH
論
な
る
を
認
あ
る
こ
と
^ :
出
來
る
.0 

赉
手
の
相
違
^
比
例
ず
る
生
靡
量
め
相
違
の
生
ず
る
限
ヴ
-
番
手
法
わ
ょ
る
-
^
毫
も
非
雜
せ
ら
拃
令
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：
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に

か

、

る

狀

態

を

期

待

す

る

，こ

.と
は
困
難
で」

あ
：る
の
は
自
か
ら
明
か
で
あ
る
。
最
近
シ
ユ
ラ

ッ
ク
ー
敎
授
が
間
接
費
の
配
賦
に 1

 

岛つ
て
.
.
.
.
. 

.と
の
黙
に
論
及
せ
ら
れ
た
る
際
に
、
許
箅
對
象
は
異
る
も
同
樣
の
結
論
を
得
ら
ゎ
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。r

c
,  

F
.  

S
c
h
la

tte
r;  

A
d-

 

v
a
n
g
d

 

C
o
st  

ti

0

£

 

V
o

l.II.  

N
.  Y

.1
9
3
9
,  c

h
a
p
.  

2
}
ざ
て
著
者
は
其
の
.製
額
換
算
帟
の
檩
準
的
の
も
の
と
し
て
過
般
大
日 

木
紡
緒
聯
合
#
麻
問
委
會
に
ょ
つ
て
作
成
せ
ら
れ
た
る「

檫
準
製
‘額
換
算
率」

を
採
り
後
述Q

各
種
.の
、換
算
率
に
關
聯
せ
し
め
て
ゐ
る
° 
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(

バ

胜
0

,

/

」

r-
:y
;

'

l

_

^

&

l

K
が

^

懷

應

寬

の
： #

晴
比
舉
£

a

_
<p
大
M:

分
i

m

か

：觀

準

蕾

聽
s

l

^
M.
.
va
^

る
.<
>

例

ん
:^

營

嘗

办

讀

，所
謂
固
. 

‘

费

に

学

る

爾

は

、
製
額
換
鮮
率
に
ょ
つ
て
配
賦
す
ぺ
き
で
あ
る
。
■
粜

高

一
1

置
が
多
く
揚
る
擘
に
は
配
賦
額
を
少
な
く
山 

.

.,出
來
髙
の
少
な
い
*

手
に
は
配
賦
額
を
多
く
す
る
め
は
.當
然
.で
あ
る
が
、
其
の
配
賦
比
率
は
製
•粉
^

算
率
：に
據
-る
こ
と
ヵ
最
も
^

當
で
.

'

あ
る
。」(

七
一
一
3

®

計
算
に
於
け
る
測
度
擊
の
极
斡
を
な
す
量
と
時
間
に
於
い
て
、
が

v
:f
t

亦
養
度
-
^
V
B
對
锥
釔
_
す
る
と
へ
.

と
は
箝
業
形
態
に
依
存
し
て
ゐ
を
の
を
否
定
し
得
な
い
の
で
あ
る
.0
當
產
業
に
於
け
る
原
儐
鞲
造
ぱ
原
料
廣
七©|九
0̂
、

'製
;5
1貴 

■ J 

o
丄
一
五

％(八
頁〕

で
あ
り
從
つ
て
管
理
體
系
が
全
體
と
し
て
所_原
料

<0
'流
れ
の
統
制
法

冒̂

.3&0
5
の
と
ら
れ
る
如
き
場 

.

.

.合

.は當
然
に
か
、
る
標
準
製
額
比
率
構
成
に
於
いて一
饔
り
生
囊
の
属
要
性
を
認
名
ざ

.るを
_.得

い̂
/の
で
あ
る
。(

現

の̂
重

.

H
, 

に
し
て
、
機
蛾
化
と
粘
殊
化
の
增
進
す
る
に
伴
ひ
こ
れ
に
類
す
る
統
制
法
の
採
用
せ
ら
る
、
も
の
多
き
を
加
へ
る
に
至
る

?-
と
は
明
か

だ
n

あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
の

.であ
る
。
：

'

•'
-.'

ユ
，.摘
'1
,
;
0七
.於

寬)

更
に
3:
場

撤

办

比̂'
:-
'
會

社

全

紛

績

：の

成

績

、
：

.新
發
序
紐
敗
、
坐
；產
割
:̂
<>
:
'(
0
:適
^
等
其
め
_
用

慎

値

の

遅

大

炎
-^
と 

と
を
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。(

七
.七
I
八
頁〕 
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•

>

;•
::へ
：

'/
：
:
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‘
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_

幾
働
#
\
エ

-1
:
:
費
#:

業
費
等
の
：換
棼
.

に
.於
い
;̂
現
呔
！̂

^

驟
ヤ
*

:̂

。：ー.
M

u

.'
t:、か
V

.

.
換

箅

_
.
の

確

定

に

續

く

原

料

費

の

.'/:■:一
:：

：
:._定
'歡
糸：

の

.換嚴
率&

魔

し

：
で
.觀

つ
い
て
共
の
-歡
略
を
迆
つ
て
見
や
う
6 

/
 

く 

-

,
:

'
/へ
へ
減
猶
猶
邾
費

^

っ
:^
て
：
は

「

_檩

寒

建

囊

か

多

獨

じ

て
:#

潘

蒙

*

履
:̂
:
-の
^

:':1
并

_

糖

1'
猶

:'
:1:ん
::
1

1

,漏
，

^
^
^

と
し
て
，
練
條
、
粗
紛
に
於
け
る
一.ハン
ク
當
り
貢
數
、

一
盛
m來

實
數.1

梱
當
所
要
ハ
ジ
ク
；數
を
確
定
し
て
ゐ
る0例
へ
ば
.
ニ
〇 

.番手
組
妨
織
は

.I

麵
量
五

•三匁
に

；
！
ハ

萬

錘
.
..s一 
〇

三

匁

を

要

し

、
こ
.
れ

を

一
豪
出
來
高
貫
數
ニ
〇
三
•
三
三
四
賞
を
以
つ
て
除
し 

'ゴー」

；、

-̂邊
^
嗤
ー 
ニ

:1
與̂

-̂
哪̂
:^
':
\
-^
^|
葬

:1
刖
記
ー
ー

«*:
:#
'
'
別

^
4-
«
機
械

3'
鐵
敷
を

1+
算

で̂
ゐ

0̂

「

に̂
乙

れ
を

” 

ri 〇#

手
を
一
、〇
〇
〇
ふ
し
て
、
當#fに
換
元
し
て
表
は
し
て
め
る

o

こ
‘れ
に
昭
和
十 
ー

¥の
價
格
を
栽
本
と
し
て
其
の
憤
値
を¥ 

技

づ

る

エ

'̂

.̂配
|1
に
つ

>て
所
耍
人

の̂
決
定
と
關
聯
せ
し
め
て
ゐ
、る
こ
と
は
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
所
要
人aよ
り
建 

物
の
坪
數
惯
値
や

¥淀
し

.其の
而
積
比
率
をs

定
す
る

。a 

5零軍
位
と
す
；}。
、
次
い
で
魏
物
以
外
の
裝
置
及
設
備
要
具
什
器
備
品 

の

0格
を
菽
本
と
し
て
各

#手
間
の
比

.率を
諸
修

_比
率
と
す
る

0次
い
で
、

一
錘
當
り
建
設
費
を
確
定
し
、
こ
れ
よ
り
土
地
、
鐵
道 

び

線̂
、
創
業
費
を

'差引
き

.たる
も

0を
以
つ
て
固
ち
资
淹
と
な
し
、
殘
伊
額
を
一
〇
％
と
し
て
耐
用
命
数
表
に
よ
り
て
一
年

[|
1

|銷
却 

一
餐

■
■定

#ぼ
0̂
1:ズ、と
:̂
と
の

_
:̂
費
率
；は
各
が
固
定

_
:̂
:

#

手

，
の

チ

ー

ズ

と

総

を

そ

.れ
ぞ
れ
ニ
，〇
桥
手一

梱
當
償
却
瞥
と
し
て
換
算
す
る
こ
と
を
得
る
。(

1

三
六
頁)

以
上
に
よ
つ
て
$

^

t
 

償
却
费
は
確
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

ー
.定
月
の
償
却
額
.は
|1
1
に
こ
れ
に
換
雜
率
を
乘
す
る
こ
と
.を
要
す
を(

」

三
七
頁)

。
こ
の
^

.
嗓

1

業
：ぶ
着
質
^

1>

魏

>
他

の

德

ま
'#
-<

見
^.
'̂
る
時
間
的
_

^
事
既
訐
餺
法
-
^曆
日
を
作
_

時
間
.で
^

-
づ
第
：

一

に
金
運
轉
總
梱

數

を

.

.

.

■

•

■'

’

, 

に 
0

^

\肆
川
^

!̂
1

^
§|
:

織
織
»

:-
|^
加
书
拙
溺
#

嫌
^
>
<
.
2
00
10
父
9
5
^
+
.
4
00
^

:

:%
:̂
ポ
本
よ
^

：̂
•^
め
、る

,'
,0
適
以
.:€

、
ヶ
消
實
«

序
焉
也
產
瓶
數
:̂
檩
^

:
.
.
,
^
^
服
-̂
氏
费
/
筋
紐
.擦
^

职
例
|̂
鉢』

.

.

.

.

.
，
.
. 

■
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■
、

.

. 
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，

想

清

た
も
の
'が
操
業
率
と
な
る
の
で
あ
る
。
こS.

操
業
率
を
以
つ
て
前
逾
せ
る
一
ー
0
骄
手
一
梱
當
償
却
费
を
除
し
た
も
_の
が
其
の
月
に
適
用 

す
べ
き
償
却
額
と
な
；
。
と
の
ニ
0
氣
手
償
却
額
に
償
却
換
冗®

を
乘
ず
れ
を
ば
各
播
手
の
償
却
額
を
得
る
：(

一
四
一
頁〉

。

.
次
に
電
力
紙
，弊
率
に
.於
い
て
箸
者
の
ー
不
す
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
蕃
奔
が「

不
完
全
且
つ
最
も
簡
、m
な
る
も
の」

と
謙
讓
し
て
を
ら
れ
る 

^:
w
考
は
と：

れ
戴
に
矿
成
幽
誉
な
暗
^
緣

冬

こ

^

が
此
來
^
^
考
泰
石
ノ

も
な
い
が
、「

其
.の
囘
轉
速
度
が
’あ
る
限
#
點
を
超
え
る
とI

梱
當
り
に
對
し
て
遞
增
或
は
遞
減
す
る
。
從

つ

て

一

栖

當

り

觉

カ

量 

即
ち
一
錘
最
と
.の
關
係
に
於
い
て
は
益
々
複
雜
し
單
純
な
る
普
澈
の
推
定
で
は
其
の
IT
-
:確
な
各
番
手
間
の
配
分
は
不
可
能
で
あ
る
。」 

X

 

t
:i .
一
 

1苜)

筆
箸
の
|
|紡
機
に
玲
い
^

^
ら
れ
;^
ゐ
^-

さ
.を
.測
る
。
各
型
式
の
精
妨
機
银
に
興
の
一
、ド
ッ
フ
ィ
.、ぐ
グ(

泛

皆

^
{1
1
}五
分
#:
に
電
カ
を
測
定
1>
:^

」

-ei

齡

：に
i
か
て
1
定
胁
間
中
0
,
ガ
消
費
1:
金
機
械
_.式

別

：
无

番

手

：刿

に

谨

^

!)
:
:-電
カ
量
を
訐
算
：す
る
タ
.

(

1
四
七
1 ,
;1丄
ハ
0
赏)

#
私

に

於

：
い
：
：.て

吒

電
力
を
算
川
す
る
。
百
馬
カ
ウ
ィ
ン
グ
ー
用
モ
ー
ク
I
に
メ
，丨
タ
！
を
揷
入
し
て
こ
れ
を
餐
す
る
。
ウ
十
ン
ダ
ー
の
澉
私
、別
並
に
種
-

•
. 

.

.

. 

こ
 

»
 

V 

- 

. 
f 

•
;

類
別
運
轉
延
時
間
及
批
來
高
梱
數
を
箅
出
し
、
餐
い1セ：チ
：.丨'ズ，：ー
«當
ヵ
電
カ
量
計
算
の
方
式
を
_ん
て

>

.は
各
チ
-
ズ
用
摊
糸
機
の
運
轉
延
_

間
に
比
例
し
て
分
配
し
椒
糸
'に
要
せ
.し
芷
味
電
.カ
量
：は
番
手
8|
1
並
_に
，種
類
别
平
均
食
荷
と
出
來 

髙
梱
數
，の
相
乘
稂
に
比
例
す
る
も
の
と
し
て
分
割
し〕

★

期
間
に
於
け
；る
1

に
依
ね
各
»

--
*
-^
當
電
カ
'*
を

^-
-^
す
る
0
-1
:
:ー
ハ
ー
| 

頁
ソ
総
，機
の
‘瞬
時
骷
カ
所
要
澉
は
'雅
手
‘に
<
り
殆
ん
.ど
其
の
差
-^
認
め
ざ
を
程
度
每
れ
ば
梱
當
電
カ
量
.ば
ニ
'
梱
^
捲
き
艰
^

例
す
る
と
考
べ
ら
れ
气
參
っ
；て
緦
枠
が
—*
定
妃
れ
ば
^

の
廻
轉
に
.比
例
し
同
>ー

靡 

糸
の
*

さ
即
ち
番
手
に
.比
例
す
る
も
：の
と
し
て
箅
出
し
轉
る
'
，其
の

故
に
こ
れ
釔
禮
略
す
る
:0
各
灌
顔
別
播
手
別
に
得
ら
れ
た
る
電
力
最
を一

1
0番
手
.チ
"丨
み
を
甚
準
と
し
て
：換
算
率
|:
_
す
る
0 .

.... 

一
.
 

-
 

一

-
.
’
.
-

—

.

.
 

..
 

.

.

.
<
.
‘：

'

_

.

.

.

-

•

+

:•
-

.
.
.

,
次
に
入
■

換
算
率
に
つ
,̂

で
は
主
.要
.

H

金
：に
.屬
す
る
從
業
員
规
.ち
混
汗
棉
か
.ら
荷
造
科
及
：撰
棉
科
迄
fc

碣
ず
る
從
.業
ft

の
み
を
ft
*
上 

す
る
方
法
を
：と
;]
3

各
科
に
於
ガ
る
定
員
*;

百
梱
當
ね
、p
f
萬
錘
當
b

人

員

を

：尊

定

し

^

後
、
1

5

#
手
チ
.r

ス
：を
基
準
と
す
る
：一
o

番
：
 

,手
四
0:
«

手
：の
.换
算
率
を
明
か
に
し
て
ゐ
；1

:
普
通
^

場
能
_
;
の
细
錄
は
こ
：萬
錘
當
り
入
員
比
轔
に
ょ
づ
て
行
は
れ
ざ
傾
き
ぁ
る
も
-

•
 

そ
は
生
糜
對
象
及
條
件
に
ょ
つ
て
著
し
く
左
右
さ
れ
る
が
故
に
結
局
前
記
換
算
率
贮
ょ
づ
て
一
0

*
申

を

取

つ

て

す

る
^:
«

當

り

人

員
 

を
以
つ
て
す
べ
き
こ
と
が
强
調
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
尙
主
要
勞
働
費
換
算
率
に
つ
い
て
は
、
月
給
0

給

請
#'
:
に

分

つ'^
賃

銀

統

制

令

钇

觀
 

It

し
.つ

姆f

一

の

型
違

！
？
％
:各

科

：
へ:0
分

配
5:
:

明
#

な

ら̂

必

、
：
月

給

日

給

：
の

1
'梱
當
り
.金
額
と
請
負
_
^

出
し
て
合
訂
一
梱
當

1金
額
を
恶
と
し
て

.第出
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
こ
の
場
含
に
於
い
て
も
ニ。
#̂
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

 

場
戏
と
し
て
以
上
の
外
、
荷
造
換
箅
费
、
照
明
比
率
及
び
エ.場费
中

紡

緖

織

布

の

；
一

f

部
分
に
配
賦
す
る
爲
免
■
策
礎
と
し
て
の
織
機
の 

.紡媢
錘
捵
算
赛
の
：針

_
辣

|:
:明
レ
.か
為
ら
し̂-
て
，ゐ
冬

0»
_佌原
'價計
：算
：の
過

を̂
示
ず
上

.に*要
^

も
一
應
の
說
明
が
承
さ
れ
.て
ゐ
る
。營
業
费
配
賦
に
つ

v>
て
‘は
-
紡
續
、
撚
糸
、
繳
機
、
人
絹
、
ス
フ
を
そ
れ
ぞ
れ
紛
績
錘
に
换
元
し
" 

問
屋
割
戻
金
、
販
赍
手
數
料
は
ー
公
定
愤
格
此
率
に
ょ
り
、
チ
.丨
ズ
、
.緦
の
製
品
運
送
費
は
運
送
費
比
率
に
ょ
る
。
營
業
費
配
賦
の
關
係 

比
率
は
上
記
能
率
に
ょ
b

u
〇费手チーズを萡準として表明せられる。

，

、

H

場
费
と
營
業
費
と
办
合
It
た
る
製
造
費
を
一
一
〇
番
手
チ
ー
ズ
を
基
準
と
し
て
表
は
し
た
も
の
は
裂
造
費
換
餺
牵
を
な
す
。
こ
の
數 

字
の
確
定
は
前
原
愤
針
算
上
の
貴
重
な
る
资
料
た
り
得
る
こ
ん
は
一K.

ふ
迄
も
な
い
^
こ
ろ
で
ぁ
る
。
' 次
い
で
原
料
费
及
撚
糸
の
換
箅
率 

を
明
か
な
ら
し
め
て
標
準
原
惯
確
定
.に
於
け
る
全
構
造
を
明
か
な
ら
し
ぬ
て
ゐ
る
。
著
者
の
示
‘ず
と
こ
ろ
の
も
の
は
六
氣
錘
エ
場
全
運 

轉
の
も
の
で
あ
る
が

’
其
の
利
用
職
圍
は
頗
る
廣
い
し
と
を
考
へ
得
る
の
^
あ

る

ノ

'

•

•

‘

.

、
 

'
 

て

'

.

.

-

. - 

... 

- : 

' 

, 

‘ 

.

.
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.
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.

 

•
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■
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.へ
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. 

- 

- 

- 

- 

- 

'
 

,

ー
：
ー
ぺ
，
:«

に

:«
-;
#
忙
：は

-.
0̂

興
味
_
る
:0
:
;は
0:
_

:*

ぬ
算
觉
^̂

，蜃

、H

場
费
ー
梱
當
を
選
宛
し
、
而
しV

、
'

各

種

换

箅

率

ば

、

如

何

，，な

る

#.手
を
紡
出
し
て
I

皆
之
れ
を
ニ
0
恭
_手
'に
換
箅
す
る
' :
' 

."の
で
あ
る
。
]7
1*し
て
^
エ
^
7̂

般
も
能
率
よ
き
も
の
を
栽
準
と
し
て
.全

';
1

:場
を
表
'示
し
、
其
の
成
續
を
'
目
瞭
然
た
ら
し
む
る
こ
と
を
'-
..
 

述
べ
て
ゐ
る
。
典

^
運
用
に
關
す
る
諸
例
は
實
際
經
營
者
の
立
場
よ
り
見
て
興
味
あ
る
も
の
で
あ
^
ぅ
。

尙
最
後
に
张
產
梱
■•
»
の
梢
減
に
よ
j
製
造
费
の
#
ル
に
，關

す

る

考

歡

が

為

さ

れ

ズ

ゐ

：
る

o (

三
：五

〇

頁

)

こ.

\
で
.、
.前
記
製
造
費
中
比
、
 

例
费
不
變
费
を
分
類
し
、
本
篇
假
定
のH

敏
に
於
け
名
其
o'
比
率
を
六 

一
^
ニ
ー 

と
六
八
ズ
七
九
と
せ
ら
れ
"
而
し
て
と
れ
を
基
本
と
. 

し
て
一
錘
娘
增
減
.に
澍
す
る
製
选
#
の
.變
化
を
、
缸
浓
本
#1
當
製
造
^
、
M
跋
本
出
來
高
數
梱
、
.
C梱
當
不
變
费
、
迟
墦
減
わ
結
果
で

'

^
る
货
瀲
出
來
高
梱
數
9
»
本
^
來
高
_
蝶
^
實
讓
數
ど
の

_
1
.屢
 

.

.

へ

-
.
. 

.■ 

• 

. 

.

.

.

.

.

. 

• 

■  

. 

/ .

.

.

.

.

.

.

.

,
.-

-

h

s

r

H

,
 

,

.

.' 

.

. 

... 

. 

.■-、 

-

fJ
■ 

..

に
よ
つ
§

績
拙
當
製
造
费
が
證
せ
.ら
t
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
'り
、
‘例
へ
ば
一
變
1
Q
上
限
下
限
に
つ
い
て一

各
母
に
製
造
費 

々
::
^
激
定
す
海
ど
きr

:

製
濟
觉
：の
^

^
に
^

^
名
觀
齡
.費
搏

減

；：の
^
檩
;̂
:
_

べ̂
；ぎ

は

：抓
._

製
造
#
^
そ
れ
ぞ
れ
分
離
す
る
と
と
に
よ
つ
て
其
、の
利
州
價
値
を
高
か
ら
し
む
る
^
で
あ
る
0(

三
五
四
頁
：

)

，

.

.
紙
數
の

關
係
上
各
の

の

③

に
苴
つ
て
堺
に
其
の
概
略
を
述
べ
-た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
^ :

#
す
る
に
、
原
汉
比
較
、
X
©
比
較 

に
常
つ
て
當
然
m
視
せ
‘ら
る
べ
き
.
.錘
當
り
標
減
原
儕
の
箅
{疋
に
つ
い
て
、
多
年
の
經
驗
を
坐
か
さ
れ
で
徹
底
.的
に
追
求
.せ
ら
れ
、
朦
：

儕
'|
|

赞
上
多
火
の
有
益
な
る
喈
1ぷ
.を
與
へ
ら
れ
た
'る
こ
と
は
酸
者
の
等
し
く
歡
び
と
す
る
と
X

ろ
.
.で
あ
る
。
‘

(

昭
和
十
六
年
十
月
發
刊
、 

來
诈
經
濟
新
報
社)
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、

:

:
去

が

十

ニ

：
月
/\
':
日
め
對
米
英
宣
戰
布
吿
以
來
、>
延
長
一
.萬

-»
に
立
る
太
¥
徉
全
§
#
:
に
.ぉ
い
^
.
帝
國
睦
海
軍
.の
果
放
な
る
進
聲
が 

■.
7
:

« '
吁
ら

^ .
て
ゐ
.石
。

>>
ダ

源

地

香

港

：
の
：
堅

齄

，
は

脆

く

も

隞

落

し

：
、

今

又

米

國

软

极

據

地

> 
一
一
ラ
の
攻
略
も
、へ
，旣
杧
®

於
。
.そ
，の
：他
各
地
域
に
#
け
る
皇
軍
ヴ
赫 

:

々
だ
.る
戰
勝
識
は
、
.歐
米
の
取
亜
：.安
配
體
«
瓦
壞
.に
.對
し
、
又
と
な
き
送
'葬
曲
免
®
^

^
か

^
如
ン
で
あ
る
。
そ
れ
に
代
つ
て
今
や
東 

.

.

龃
新
秩
序
建
.設
の
倦
み
な
き
努
力
が
、
狹
調
子
花
具
體
化
さ
れ
つ
k
あ
る
。
大
聚
瓯
戰
爭
の
完
途
こ
そ
は
、
獨
り
我
國
の
存
亡
を
規
S 

す
る
の
み
な
ら
ず
、
廣
く
全
说
龃
の
運
命
を
決
し
、
ひ
い
て
は
世
界
史
の
方
向
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

.

.
:
こ
れ
に
ぎ
^>0

一
我
國
民
の
用
意
:a：
覺

悟

に

ら

：：
い

：
：
て

は

 

>,
改
め
'て
說
く
ま
で
本

.

.

.

.
 

•
、
 

.
 

.
 

.

.

. 

.

.

.

.

. 

i

.1

路
邁
進
あ
る
の
み
•で
あ
る
。
’ ,•

' 

;.近
代
的
戰
爭
が
敗
し
て
偶
然
.的
生
趄
に
.因

る

も

の

で^.
'^
事

は
:'
,

'

^

日
我
々
CO
常
識
.で
あ
る
。
4
れ
は
'

:1

' 民

；族

4

爾
家
の
生
沾
置 

•

保
を
茈
調
と
•す
る
必
然
的
要
請
に
發
す
る
。
•こ
•の
意
味
に
お
い
て
: '
今
‘同
の
>大
東
盥
戰
嗲
も
"
英
國
，の
そ
し
て
又
米
國
の
世
#
支
配
の 

野

望

;'
'
睁
疋
東
苋
隸
_
狀
態
.の
：維

特

11
:
作
に
：抗

し

汽
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